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　第 4 章　生活保障システムの 3 類型と日本
　第 5 章　「失われた 20 年」のガバナンスの推移
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取得退学。1981 年 4 月東京大学社会科学研究所助手。1985 年 4 月東京都立大学経済学部助







　Social Security in Contemporary Japan, A comparative analysis（Routledge）ほか

























　 1987 年昭和女子大学文学部英米文学科卒業。1991 年米国ウィスコンシン大学 国際文化学部
卒業。1993 年米国ミネソタ州立大学大学院終了（女性学修士）。1995 年－ 2001 年昭和女子











　2013 年に発行された著作を対象とする第 6 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象
は、自薦・他薦を含む単著と共著 28 点であった。
　第 1 次選考は、2 月 5 日、3 月 4 日の両日に学内選考委員によって行われ、第 1 次選考基準
に沿って候補作として次の単著 2 点を選んだ（発行月順）。
　石井クンツ昌子『「育メン」現象の社会学―育児・子育て参加への希望を叶えるために』
　　　　　　　　　（ミネルヴァ書房　2013 年 4 月）
　大沢　真理　　  『生活保障のガバナンス―ジェンダーとお金の流れで読み解く』
　　　　　　　　　（有斐閣　2013 年 12 月）
　これら 2 点についての第 2 次（最終）選考は、4 月 18 日に学外選考委員の早稲田大学大学院












　第 6 回（2013 年）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作





る女性労働と社会政策」＊が行われたのは、1992 年 5 月に昭和女子大学で開催された社会政策学
会第 84 回大会である。その大沢真理氏を、本日、第 6 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の
受賞者としてお迎えできたことは大きな喜びである。
　著者は、すでに 2005 年に本書のタイトルにある「生活保障システム」の概念を提起し、




























































た著作である。第 6 回女性文化研究奨励賞の選考対象として、自薦・他薦を含み 3 冊の単行本
があり、ほかにテーマに合致する論文の応募はなかった。研究奨励賞選考委員会としてまず 2
月 5 日に第 1 次選考が学内選考委員によって行われ、3 月 4 日に第 2 次選考委員会が開催され
た。第 1 次選考の候補として次の 3 冊が吟味された（発行月順）。
　小森亜紀子『 スペシャルオリンピックスがソーシャル・インクルージョンに果たす役割―学
校連携プログラムにおける交流経験を中心に―』（風間書房　2013 年 2 月）
　友野清文　  『 ジェンダーから教育を考える―共学と別学／性差と平等』（丸善プラネット
2013 年 4 月）
　吉原令子　  『 アメリカの第二波フェミニズム―一九六〇年代から現在まで』（ドメス出版　















　吉原令子氏は、1987 年（昭和 62 年）昭和女子大学文学部英米文学科卒業。1991 年アメリカ
合衆国ウィスコンシン大学国際文化学部卒業。1993 年ミネソタ州立大学大学院にて女性学の修





　第 1 章と第 2 章では、1960 年代のアメリカ女性解放運動の始まりから、リベラル・フェミニ

































































　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　30 万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2013 年 1月1日～12月31日の1年間に出版され、日本語で著された単行本に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2013 年 12 月 1 日から 2014 年 1 月 31 日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2014 年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
　贈 呈 式　2014 年 5 月 28 日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　副 賞 件 数　1 件
　副 賞　10 万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2013 年 1 月 1 日～12 月 31 日の 1 年間に出版され、日本語で著された単行本・
論文（博士論文を含む）に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2013 年 12 月 1 日から 2014 年 1 月 31 日
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2014 年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
　贈 呈 式　2014 年 5 月 28 日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・研究奨励賞）
　学校法人昭和女子大学理事長・昭和女子大学学長・女性文化研究所所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂東眞理子（選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長　　掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員　森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員　岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員　志摩　園子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員　粕谷美佐子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員　伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　早稲田大学大学院法務研究科教授　　　浅倉むつ子
　内閣府男女共同参画局長　　　　　　　佐村　知子
